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本稿を執筆している2021年11月現在，新型コロナウイ

ルス感染症の患者数は低い水準を保っており，感染対策

と社会活動とのバランスが模索されている最中です。公

衆衛生活動においても，健康危機管理としての新型コロ

ナウイルス感染症対策の重要性は疑う余地のない一方，

感染の収束を待っていられない課題，また，感染拡大期

であっても取り組みの継続が必要な課題もあります。こ

れらにどのような姿勢で臨むかを考え続けておられる会

員は多いと思われますが，本誌が紹介する多様な報告

が，歩みを一歩前に進める助けになることもあるのでは

ないでしょうか。

今号に掲載される 5 編の論文は全て原著です。高齢者

のうつ病予防，災害時の情報収集，子どもの受動喫煙防

止についての 3 つの論文では，公衆衛生活動を展開する

うえでの基礎的な情報となりうる知見が紹介されていま

す。いずれも新型コロナウイルス感染症の出現前に実施

された研究ですが，検討されている課題の重要性は，現

在も変わっていません。次に，自治体の施策計画策定に

おける住民との協働について，保健師の要因に着目して

検討した論文では，保健師の専門性や役割についての新

たな視点が示されています。新型コロナウイルス感染症

の影響についての論文も掲載されており，高校生におけ

る定期的歯科受診の状況，さらには，口腔状態の変化が

報告されています。

編集委員会では，論文種ごとの定義や構成の明確化を

図るために投稿規定を改定し，第68巻第10号にその内容

をお知らせしました。学会ホームページには，論文種別

の選択の参考となるフローチャートを示しています。こ

れらを参考に，様々な分野，立場，観点からの知見を投

稿いただくことにより，本誌の誌面がより多彩となるこ

とを期待しています。 （定金敦子）


